
令和元年固定チームナーシング研究会全国集会分科会プログラム
令和元年10月6日（日）　１３：４０～１７：００

＜Ⅰ群＞　多様な領域の様々な取り組み　パート１　　　　　　　　７題　　　13:40 〜 15:10

座長  村 上 厚 子　 シニアチーム
資料No.

1   新病棟構築に向けた小集団活動報告：レディース病棟の基盤づくり 横 山 あ い 総合大雄会病院

2   耳鼻科外来における嚥下機能低下患者の看護実践

　　　～EAT-10（嚥下スクリーニングシート）を活用して～ 木 村 明 美 宝生会　ＰＬ病院

3   膀胱留置カテーテル挿入患者の退院指導

　　　～尿路感染による再入院を防ぐために～ 鳴 戸 真 依 宝生会　ＰＬ病院

4   入院時からせん妄のアセスメントを行い、予防対策や症状への対応を実施するための取り組み

　　　～せん妄リスク因子チェック表を使用して～ 中村菜穂子 益田赤十字病院

5   急性期脳血管疾患に伴う排尿障害への取り組み 盛 満 香 代 荒尾市民病院

6   新たなケアを導入するためのスタッフへの働きかけ

　　　～皮膚障害を予防するケアの質向上に向けて～ 吉 田 莉 穂 関西医科大学附属病院

7   外科クリニカルパスを逸脱した患者に対する受け持ち看護師を中心とした早期看護介入について 小 島 麻 未 豊橋市民病院

＜Ⅱ群＞　多様な領域の様々な取り組み　パート２　　　　　　　　７題　　　13:40 〜15:10

座長  島 田 則 子　 シニアチーム
資料No.

8   手術中に患者家族が安心して過ごせるような援助を行って

　　　～術中訪問の導入～ 田中亜由美 西陣健康会　堀川病院

9   糖尿病既往のある眼科患者へのセルフケア支援

　　　～フットチェックの定着化を目指して～ 新 井 佳 純 飯田市立病院

10  患者・家族のニーズを把握し、栄養・ＡＤＬの視点と、呼吸器ケアの

　　知識・スキルを高め、患者の個々に合わせた看護を実施する 東 　 成 真 西陣健康会　堀川病院

11  膀胱留置カテーテル抜去から自然排尿へ向けての取り組み

　　　～看護・介護の協働～ 竹 下 広 将 IMS　北小田原病院

12  障害を抱えた患者の独居生活に向けた退院支援 成 田 陽 子 桂名会　木村病院

13  退院直後の患者・家族が在宅で困らないために

　　　～チェックシートを用いて退院前カンファレンスを効果的に実施する～ 吉 岡 洋 子 ＪＡ長野  北アルプス医療センターあづみ病院

14  母子分離にある褥婦の交流支援の取り組みについて

　　　～産前から産後まで切れ目のない支援を目指して～ 千田さとみ 豊橋市民病院

第１会場　　　　　５群　　 36題　　ポスターセッション同時開催 13:40 〜 15:10



＜Ⅲ群＞　多様な領域の様々な取り組み　パート３　　　　　　　　７題　　　13:40 〜15:10

座長  當 波 和 美　 北陸地方会
資料No.

15  地域包括ケア病棟における認知症ケア

　　　～ABC認知症スケールを使用した看護介入～ 彦 野 祐 未 宝生会　ＰＬ病院

16  多職種カンファレンスシートを用いた円滑な退院支援を目指した取り組み 前 田 有 希 三栄会　ツカザキ記念病院

17  多職種協働での退院支援

　　　～在院日数短縮を試みて～ 加 藤 千 夏 豊橋市民病院

18  小集団で取り組む退院支援

　　　～家屋評価導入の取り組みと経過報告～ 鈴 木 安 代 IMS　横浜旭中央総合病院

19  退院支援行程マップを使用した退院支援の取り組み

　　　～FIM効率の向上を目指して～ 山 下 純 一 市立伊勢総合病院

20  退院後の生活を見据えた家屋調査

　　　～スクリーニング表を作成して～ 竹内一二三 蒲郡市民病院

21  患者・家族の想いに寄り添った生活支援を考えて

　　　～生活状況問診票の活用と受け持ち体制を試みて～ 石部ひとみ 豊橋市民病院

＜Ⅳ群＞　多様な領域の様々な取り組み　パート４　　　　　　　　７題　　　13:40 〜15:10

座長  小 松 淳 子　 JA長野  南長野医療センター篠ノ井総合病院
資料No.

22  他職種とチームで取り組んだ下肢病変予防の取り組み 山 本 聡 子 伊賀市立上野総合市民病院

23  患者の意向を看護実践に結びつけるための取り組み 長 野 彩 香 北見赤十字病院

24  外来における継続支援の取り組み

　　　～認知症患者が確実な服薬を受けるために～ 矢野志津香 西陣健康会　堀川病院

25  健康管理センターにおける実践的かつ効果的な特定保健指導の取り組み 

　　　～質の確保を目的とした支援手引きの活用～ 原 田 晴 美 JCHO　徳山中央病院

26  大規模通所リハビリテーションにおける固定チームナーシングの再構築 

　　　～利用者の要望に応えられる、質の高いケアの提供を目指して～ 飯 岡 千 鶴 相模原ロイヤルケアセンター

27  固定チームナーシングの定義に基づいた患者グループ分けの変更 谷 　 雄 一 みやぎ県南中核病院

28  統一した看護の実践

　　　～STAS－Jを用いたカンファレンスを行って～ 中 村 望 美 西陣健康会　堀川病院



＜Ⅴ群＞　多様な領域の様々な取り組み　パート５　　　　　　　　８題　　　13:40 〜15:10

座長  原 田 幸 子　 元阪奈中央病院
資料No.

29  疼痛コントロールにおけるレスキューの効果的使用への活動 石 田 麻 美 郡上市民病院

30  入院1年以上となった患者の退院支援

　　　～多職種参加カンファレンスで家族の意向・不安に寄り添って～ 權 田 優 子 NHO　鳥取医療センター

31  夫婦で共に楽しめる気分転換活動を計画して学んだこと

　　　～患者、家族との関わりを通して～ 齋 尾 富 之 HNO　鳥取医療センター

32  終末期患者を持つ家族への悲嘆軽減へのアプローチ

　　　～手浴ケアの家族参加～ 長谷川眞子 宝生会　ＰＬ病院

33  看護を語り合えるチーム作りを目指して

　　　～リフレクション用紙を活用した取り組み～ 宇野あゆ美 大津赤十字病院

34  統一した看護記録から継続看護を実践する

　　　～ACP視点での介入～ 高 岡 　 円 NHO　四国がんセンター

35  業務の見直しと意識付けを目指して

　　　～当たり前の事を意識して実践しよう～ 荻 野 太 郎 佐久市立国保浅間総合病院

36  患者満足度向上に向けた集団指導の導入 興 梠 瑞 貴 関西医科大学附属病院

第２会場　　　　　２群　　 11題

座長  篠 原 夏 子　 飯田市立病院
渡 辺 友 里　 益田赤十字病院
松 島 身 和　 JA長野 北アルプス医療センターあづみ病院

＜Ⅰ群＞　急性期領域の取り組み　パート２　　　　　　　　　　　６題　　　13:40 〜15:10
資料No.

37  バーセルインデックス評価を用いたADL拡大への取り組み 下 起 瑠 美 名古屋市立大学病院

38  周手術期におけるせん妄ハイリスク患者への介入

　　　～自己抜去予防への取り組み～ 山 形 裕 香 自治医科大学附属病院

39  急性期病棟におけるせん妄対策

　　　～せん妄アセスメントシートを使用して～ 邑樂きみ子 大津赤十字志賀病院

40  意思決定を支える小チーム活動 小 林 智 子 関西医科大学附属病院

41  意思決定支援におけるIC同席の重要性への看護師の意識向上 山 内 　 彩 石巻赤十字病院

42  6西病棟におけるアドバンスケアプランニングの導入

　　　～スクリーニングシートの作成・活用を行って～ 西 岡 真 実 大津赤十字病院



＜Ⅱ群＞　高齢者ケア（転倒転落・身体拘束）　　　　　　　　　　　５題　　　15:25 〜16:40
資料No.

54  ミトン・抑制帯の使用0件を目指そう 桂 田 夏 江 済生会広島病院

55  身体拘束解除に向けた取り組み 國 木 夕 子 大津赤十字志賀病院

56  他職種とチームで取り組む転倒予防 竹 花 孝 恵 関西医科大学附属病院

57  認知症患者の転倒予防

　　　～カンファレンスによる情報共有～ 牧 野 友 美 総合青山病院

58  個別性のある転倒・転落予防に対する取り組み 土 橋 世 奈 関西医科大学附属病院

第３会場　　　　　２群　　 11題

座長  井 上 　 知　 石巻赤十字病院
下田智恵美　 JA長野　北信総合病院
樫本伊津子　 津山中央病院

＜Ⅰ群＞　急性期領域の取り組み　パート４　　　　　　　　　　　６題　　　13:40 〜15:10
資料No.

48  手根管症候群の術前～退院までのパンフレットを作成し統一した看護の提供を試みて 長 縄 実 咲 総合大雄会病院

49  術後早期離床の取り組み 村 木 裕 子 岡山協立病院

50  統一したストーマケアを実施するための取り組み 田 渕 裕 子 津山中央病院

51  患者・家族の意向の沿った退院支援を目指して

　　　～タイムラインを活用して受け持ち看護師としての役割を考える～ 大 坪 加 奈 JCHO　徳山中央病院

52  チームで取り組む高齢者看護

　　　～思いを守る意思決定支援～ 倉 本 里 香 大津赤十字病院

53  患者・家族の思いに寄り添った意思決定支援

　　　～三本柱カンファレンスを活用して～ 白 井 美 咲 大津赤十字病院

＜Ⅱ群＞　急性期領域の取り組み　パート３　　　　　　　　　　　５題　　　15:25 〜16:40
資料No.

43 『記録』の現状調査

　　　～集中できる記録時間を作ろう～ 富樫めぐみ IMS　横浜新都市脳神経外科病院

44  急性期(循環器内科・呼吸器内科)病棟における固定チームナーシングの再構築

　　　～領域経験における看護実践家としての経験年数が少ないスタッフを抱えた中でのチーム活動～ 山 本 寛 美 IMS　東戸塚記念病院

45  新病棟移転に伴った業務改善の取り組み

　　　～循環器病棟における働きやすい職場環境作りを目指して～ 田村しのぶ 津山中央病院

46  内服自己管理方法の検討

　　　～内服自己管理アセメントシートを活用して～ 新 谷 善 功 JCHO　徳山中央病院

47  採血業務改善への取り組み 石 原 麻 衣 津山中央病院



＜Ⅱ群＞　長期入所施設の取り組み　　　　　　　　　　　　　　　５題　　　15:25 〜16:40
資料No.

65  認知症独居高齢者に対する固定チームナーシングを用いた事例 小林亜矢子 IMS　ケアピリカみさと

66  介護付有料老人ホームにおける小集団活動の効果 佐藤美奈子 IMS　アイムス蓮根

67  重症心身障害児(者)施設における利用者中心のケア提供を目指した小集団活動

　　　～看護職・介護職の連携～ 相 馬 康 子 国際医療福祉　なす療育園

68  看護師と介護員の継続した責任ある看護・介護ケアの提供を目指して 中 山 尚 光 国立療養所長島愛生園

69  退院後の生活を見据えた看護介入

　　　～タイムラインを活用して～ 佐 山 智 香 国立療養所長島愛生園

第４会場　　　　　２群　　 11題

座長  金田千恵子　 豊橋市民病院
藤 塚 隆 子　 IMS　ハンドベルケア
安 部 陽 子　 元兵庫県看護協会

＜Ⅰ群＞　慢性期領域の取り組み　パート２　　　　　　　　　　　６題　　　13:40 〜15:10
資料No.

59  肺炎予防の取り組み

　　　～体位ドレナージの看護技術向上を目指して～ 赤 堀 有 紀 総合大雄会病院

60  チームで取り組む心不全患者の退院支援 三木紗希恵 奈良県西和医療センター

61  生活を見据えた退院支援

　　　～服薬管理に取り組んで～ 長 尾 糸 代 大津赤十字志賀病院

62  糖尿病教育入院患者に1日24時間のタイムスケジュール表を用いた退院後の行動変容に向けた取り組み 寺 田 恵 子 市立宇和島病院

63  慢性心不全再入院防止に向けて 前 田 　 薫 三重県立志摩病院

64  患者の希望を形に残すための取り組み

　　　～パーキンソン病患者の自験例発表に向けた援助を通して～ 中 村 美 幸 ウェルフェア北園渡辺病院



＜Ⅱ群＞　退院支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６題　　　15:10 〜16:40
資料No.

75  自宅での退院が困難と言われたパーキンソン病患者の自宅退院に向けた支援

　　　～受け持ち看護師としての役割～ 西 村 　 彩 HNO　鳥取医療センター

76  退院後病棟看護師同行訪問を行って 中 村 潤 一 ＪＡ長野 北アルプス医療センターあづみ病院

77  継続性のある看護を目指した目的別ケアカンファレンスの実践 竹 田 美 岐 亀岡市立病院

78  Ａ氏（要介護５）とその妻を多職種で支えるチームケア

　　　～在宅生活を可能とする介護支援専門員の役割と業務～ 山 根 樹 美 社会福祉法人こうほうえん

79  患者さんに寄り添った看護介入を試みて

　　　～多職種との連携を通じて学んだ事例～ 岩 見 敬 子 大雄会クリニック

80  患者のライフスタイルに合った内服管理 杉 本 燿 子 宝生会　ＰＬ病院

第５会場　　　　　２群　　 11題

座長  大原佐江子　 飯田市立病院
筆 矢 昌 美　 金沢脳神経外科病院
高 橋 廣 子　 三友堂病院

＜Ⅰ群＞　地域包括ケア病棟の取り組み　　　　　　　　　　　　　５題　　　13:40 〜14:55
資料No.

70  生活の場を可視化する　　～タイムラインを活用して～ 小 林 香 里 島根県済生会江津総合病院

71  退院に向けた定期カンファレンスへの取り組み 三 井 延 枝 ＪＡ山口　小郡第一総合病院

72  地域包括ケア病床を有する病棟の管理者として

　　　～在宅療養を支える病棟づくり～ 川勝真由美 亀岡市立病院

73  地域包括ケア病棟における固定チームナーシング再構築に向けた取り組み

　　　～ワークシートを活用して～ 坂 本 恵 子 IMS　イムス富士見総合病院

74  在宅を目指す退院支援

　　　～看護･介護チームで取り組む家族指導の事例を通して～ 川 畠 和 美 和楽仁　芳珠記念病院



＜Ⅱ群＞　ＩＣＵ・ＨＣＵ・救命救急センターの取り組み　パート２　５題　　　15:25 〜16:40
資料No.

87  SCUにおける患者中心のチーム医療を目指した取り組み 冨 田 　 悠 市立長浜病院

88  集中治療センターでの応援体制づくり

　　　～情報共有方法の変革と見える化に取り組んで～ 小堀由紀恵 芳珠記念病院

89  固定チームナーシング導入とハイケアユニット開設

　　　～必要とされる看護を提供するために～ 寺 井 拓 未 春日井市民病院

90  心臓・血管外科病棟における固定チームナーシング導入の効果 新見美江子 獨協医科大学病院

91  中心静脈カテーテル関連血流感染予防における救命センターでの取り組み 枝 光 小 春 長浜赤十字病院

第６会場　　　　　２群　　 11題

第７会場　　　　　２群　　 11題

座長  増 尾 佳 苗　 大津赤十字病院
伊藤加代子　 名古屋市立大学病院
橋 本 敦 子　 伊勢赤十字病院

＜Ⅰ群＞　ＩＣＵ・ＨＣＵ・救命救急センターの取り組み　パート１　６題　　　13:40 〜15:10
資料No.

81  フローチャート活用による陰部皮膚トラブル対策 蔵 元 佐 予 JA愛知　江南厚生病院

82  NPPV装着患者におけるMDRPU予防に関する取り組み 権 田 達 弥 JA長野  南長野医療センター篠ノ井総合病院

83  挿管管理中の患者の身体拘束率軽減に向けた取り組み 遠藤ありさ 石巻赤十字病院

84  集中治療領域における倫理検討会の実施 岩 崎 竜 也 大津赤十字病院

85  救急外来におけるCPAカンファレンスの取り組み 中井香奈絵 大津赤十字病院

86  救急病棟における意思決定支援 藤 本 果 林 大津赤十字病院

座長  春 木 邦 惠　 奈良県西和医療センター
北澤佐智子　 JA長野　長野松代総合病院
井 上 和 子　 日光市民病院

＜Ⅰ群＞　回復リハビリ病棟の取り組み　パート１　　　　　　　　６題　　　13:40 〜15:10
資料No.

92  回復期リハビリテーション病棟専従セラピストとの協働による固定チームナーシング 山 田 祐 子 奈良県総合リハビリテーションセンター

93  回復期新棟1年目！更衣自立へのすゝめ

　　　～その人らしさを考える～ 今 村 有 記 総合大雄会病院

94  回復期リハビリテーション病棟における転倒予防の取組み

　　　～個別性に合わせた環境調整の試み～ 大久保公子 松本市立病院

95  整形外科病棟における入院前支援の取り組み

　　　～外来・病棟看護師との連携を通して～ 岡本亜裕美 奈良県総合リハビリテーションセンター

96  多職種小集団活動の運営　～参加意識とやりがい～ 黒 沼 由 佳 愛全会　愛全病院

97  責任をもった継続性のある統合された多職種協働を目指して

　　　～回復期リハビリテーション病棟の取り組み～ 押 野 郁 治 愛全会　愛全病院



＜Ⅱ群＞　腎不全･血液・透析領域の取り組み　　　　　　　　　　６題　　　15:10 〜16:40
資料No.

108 腎センターのフットケアに対する取り組み 中島智香子 黒部市民病院

109 維持透析患者のシャント自己管理を継続的に行うための取り組み 田 中 絵 里 JCHO　徳山中央病院

110 血液浄化センターにおける固定チームナーシング導入計画

　　　～継続看護を目指した受け持ち看護師の導入～ 万徳麻菜美 行徳総合病院

111 透析病棟におけるチームリーダー育成

　　　～透析指導の充実を目指して～ 星 野 由 梨 IMS　イムス記念病院

112 患者に安心・安楽なシャント穿刺を提供するための取り組み

　　　～再穿刺数の分析とシャントマップの改良～ 岡島あゆみ 長浜赤十字病院

113 透析患者の口腔ケアに対する行動変容への取り組み 岩 田 夏 恵 宝生会　ＰＬ病院

＜Ⅱ群＞　回復リハビリ病棟の取り組み　パート２　　　　　　　　５題　　　15:25 〜16:40
資料No.

98  チームで進める退院支援

　　　～急性期一般病棟整形外科チームでの取り組み～ 古 賀 睦 美 島根県済生会江津総合病院

99  回復期リハビリ病棟に於ける同行訪問

　　　～患者自宅訪問から学んだこと～ 高 橋 優 二 五月会　須崎くろしお病院

100 人工膝関節全置換術後の早期歩行獲得を目指した取り組み 阿 宮 理 恵 宝生会　ＰＬ病院

101 変革する病棟を支えたチーム活動

　　　～脊椎外科看護が始まって～ 土 井 由 美 亀岡市立病院

102 大腿骨骨折術後患者のトイレ排泄自立へ向けた取り組み 石 田 真 里 長崎県島原病院

第８会場　　　　　２群　　 11題

座長  藤田紀美代　 JCHO　徳山中央病院
下 田 典 子　 自治医科大学附属病院
梅 村 泰 子　 郡上市民病院

＜Ⅰ群＞　食の援助・摂食障害者のケア　　　　　　　　　　　　　５題　　　13:40 〜14:55
資料No.

103 嚥下機能維持を目指した嚥下機能訓練・口腔ケアの取り組み

　　　～絶食期間中からのアプローチ～ 梶谷いずみ 益田赤十字病院

104 患者の口腔内観察と状態に合わせた口腔ケア 北 園 麗 華 整形外科松元病院

105 摂食・嚥下障害のある患者に対する取り組み 城 　 舞 香 伊勢赤十字病院

106 患者の食べる喜びを支えるためのケア

　　　～患者の障害に応じた嚥下訓練を行って食事が再開された事例～ 倉世古七海 伊勢赤十字病院

107 小集団活動で高齢者の食べる力を出せる支援

　　　～KTバランスチャートを使用して～ 山本さとみ 島根県江津済生会病院



＜Ⅱ群＞　緩和ケア領域の取り組み　　　　　　　　　　　　　　　６題　　　15:10 〜16:40
資料No.

119 急性期病棟でのその人らしさを支えるの看取りを目指して

　　　～デスカンファレンスでケアの振り返りを行う～ 板花三枝子 松本市立病院

120 患者・家族が望む最期を迎えるための取り組み

　　　～デスカンファレンスを導入して～ 市 瀬 　 愛 飯田市立病院

121 遺族会を通したグリーフケアの取り組み 都築真理子 NHO　四国がんセンター

122 ACPに基づく看護実践の取り組み 冨 岡 瑞 生  JA長野　長野松代総合病院

123 小集団活動で取り組んだ自宅退院支援

　　　～自宅退院支援シートを活用した1事例を通して～ 須 藤 　 歩 IMS　板橋中央総合病院

124 患者・家族の思いを反映した終末期看護

　　　～ターミナルカンファレンスで看護を振り返る～ 戸井田有季 自治医科大学附属病院

第９会場　　　　　２群　　 11題

第10会場　　　　　２群　　 10題

座長  中 橋 恵 子　 市立宇和島病院
大川美代子　 自治医科大学
脇 　 　 牧　 JA愛知　江南厚生病院

＜Ⅰ群＞　がん看護領域の取り組み　　　　　　　　　　　　　　　５題　　　13:40 〜14:55
資料No.

114 自己決定を尊重する支援 村松友美子 共立蒲原総合病院

115 化学放射線療法を受ける頭頸部がん患者へSTAS-Jを用いたカンファレンスの効果 近藤亜希子 市立宇和島病院

116 化学療法中の口内炎発生・悪化予防に向けた取り組み 久 保 裕 美 市立宇和島病院

117 肺がん術後の肩の痛みに対する取り組み 橋 本 利 則 NHO　四国がんセンター

118 化学療法に伴う食欲不振に対して個々に合わせた援助の実際 河 野 　 遥 JCHO　徳山中央病院

座長  杉田真知子　 市立宇和島病院
佐 藤 廣 行　 聖フランシスコ病院

＜Ⅰ群＞　新人ナースの教育　　　　　　　　　　　　　　　　　　４題　　　13:40 〜14:40
資料No.

125 固定チームナーシング定着を目的とした新規看護部職員への集合研修の実施 中島波津美 郡上市民病院

126 地域包括ケア病棟における新卒看護師のとまどい

　　　～Ａ病棟に新卒で入職した看護師へのアンケート調査を行って～ 岡 本 政 子 明石市立市民病院

127 新人教育にプリセプターの受け持ち患者を共に受け持つペア受け持ち制を導入

　　　～新人看護師の成長を願って～ 宮 内 　 毬 緑泉会米盛病院

128 看護師の倫理問題に対する意識の向上を目指して 加 藤 絢 香 名古屋市立大学病院



＜Ⅱ群＞　日々リーダー・補助者育成　　　　　　　　　　　　　　６題　　　15:10 〜16:40
資料No.

140 チームワークシートの再構築

　　　～新チームワークシート導入に取り組んで～ 南　ひとみ 玄真堂川嶌整形外科病院

141 看護補助者としての急変時の役割を知る 堀 内 洋 太 JA長野　北信総合病院

142 地域包括ケア病棟での看護助手チーム活動

　　　～安全な移動介助についての学び～ 野 村 幸 恵 大津赤十字志賀病院

143 日々リーダーの育成

　　　あこがれの先輩をモデルにした集合教育 藤 谷 恵 美 市立宇和島病院

144 整形外科病棟での日々リーダーの育成（分散教育）

　　　～スタッフと一緒に考え、ケアを提供できるリーダー育成～ 高野みさき IMS　イムス三芳総合病院

145 脳外科急性期病棟における日々リーダーの育成（分散教育）

　　　～日 ・々夜勤リーダーの同時育成の試み～ 武 田 亜 湖 IMS　横浜新都市脳神経外科病院

＜Ⅱ群＞　チームリーダーの育成　　　　　　　　　　　　　　　　６題　　　14:55 〜16:25
資料No.

129 固定チームナーシングのチーム力を向上させるチームリーダー育成 伊 藤 未 来 石巻赤十字病院

130 急性期の4科が混合した病棟でのチームリーダー育成

　　　～チームの特性を理解したチーム活動を行えるために～ 田谷麻衣子 IMS　新松戸中央総合病院

131 HCUにおける多職種カンファレンスの取り組み 金 城 成 人 北播磨総合医療センター

132 チーム目標が達成できるチームリーダーの育成（分散教育）

　　　～チーム会の運営（ガントチャートを活用）を通して患者看護に活かす人材育成～ 四 釜 晃 代 IMS　高島平中央総合病院

133 チームリーダー育成のための集合教育の実施評価 安 部 桂 子 みやぎ県南中核病院

134 師長学習会の活動報告

　　　～チームリーダーの役割行動を支援するための取り組み～ 小 松 美 佳 長崎県島原病院

第11会場　　　　　２群　　 11題

座長  永田多恵子　 関西医科大学付属病院
小阪マリ子　 JCHO　徳山中央病院
和 知 洋 子　 仙台オープン病院

＜Ⅰ群＞　スタッフ教育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５題　　　13:40 〜14:55
資料No.

135 部署内教育を通したスタッフのスキルアップから患者様に責任ある看護の提供に向けて 中路真千子 西陣健康会　堀川病院

136 応援機能を活かした教育の成果 小 澤 由 佳 IMS  イムス札幌消化器中央総合病院

137 急変時に備えた看護実践能力の向上を目指して

　　　～リーダーシップトレーニングを実施して～ 近 藤 夕 子 整形外科松元病院

138 「やりたい看護」の実現に向けて

　　　～中途採用者の定着～ 松 永 有 紀 IMS  イムス葛飾ハートセンター

139 安全・安楽な看護技術を提供するための取り組み

　　　～「看護技術チェック研修　アップトゥデイト」6回の結果分析～ 益冨美津代 聖フランシスコ病院



＜Ⅱ群＞　母性・小児領域の取り組み　　　　　　　　　　　　　　５題　　　15:25 〜16:40
資料No.

152 地域周産期母子医療センターにおけるチームリーダーの役割 浦 郷 仁 美 佐世保市総合医療センター

153 染色体異常児の産前から地域に戻るまで

　　　～多職種と連携した退院支援～ 西 田 千 尋 佐世保市総合医療センター

154 新生児が経験する痛みを軽減するための取り組み 古 橋 佳 奈 名古屋市立大学病院

155 長期入院となる妊婦の入院生活を快適にしよう

　　　～切迫流早産患者との関わりの見直し～ 佐 藤 亜 侑 宝生会　ＰＬ病院

156 早産・低出生体重児の体温管理

　　　～初期ケアの見直しと統一～ 廣 澤 真 世 自治医科大学附属病院

第12会場　　　　　２群　　 11題

座長  青 木 涼 子　 JA長野  南長野医療センター篠ノ井総合病院
井上真理子　 総合大雄会病院

＜Ⅰ群＞　手術室看護領域の取り組み　　　　　　　　　　　　　　６題　　　13:40 〜15:10
資料No.

146 術前カンファレンスの充実

　　　～手術室スタッフ間での情報共有を目指して～ 中 川 侑 美 総合青山病院

147 手術センターにおける安全で安心な新病院移転に向けて

　　　～チームで取り組んだ患者動線の検討～ 井手野友美子 鳥取県立中央病院

148 手術室における眼科キット導入による業務の効率化 谷 口 優 樹 市立宇和島病院

149 手術室におけるシミュレーション教育の実施 藤 田 誠 人 津山中央病院

150 アレルギーのある患者様が安心して手術を受けられることを目指した手術室看護の取り組み 杉 原 寛 子 益田赤十字病院

151 手術室における皮膚トラブルへの取り組み 兵 頭 静 恵 NHO　四国がんセンター



＜Ⅱ群＞　外来看護領域の取り組み　　　　　　　　　　　　　　　５題　　　15:25 〜16:40
資料No.

163 病棟と外来の連携

　　　～患者目標を共有し支援する～ 宮 本 智 望 関西医科大学附属病院

164 外来での在宅療養支援システムつくり

　　　～患者受け持ち制を導入し、病棟・地域との連携強化をめざして～ 田 中 眞 清 奈良県総合リハビリテーションセンター

165 スムーズな外来診察を行うための看護職員の育成と応援体制作り 岡島ますみ 五月会　須崎くろしお病院

166 外来における在宅療養支援の推進

　　　～在宅支援活動によるスタッフの意識向上～ 髙 田 朋 美 亀岡市立病院

167 継続看護実践のための体制作り

　　　～要援助者を抽出するための指標を使用して～ 岩 木 優 子 大津赤十字志賀病院

第13会場　　　　　２群　　 11題

座長  徳 住 恵 美　 佐世保市総合医療センター
田 中 清 子　 JA長野　北信総合病院
藤井千恵子　 宝生会　PL病院

＜Ⅰ群＞　認知症ケア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６題　　　13:40 〜15:10
資料No.

157 パーソン・センタード・ケアを考えた抑制カンファレンス

　　　～他職種を交えベッドサイドで実施して～ 竹 下 大 輔 整形外科松元病院

158 認知症症状のある高齢患者の食事環境改善への取り組み

　　　～デイルームで食事をすることによる効果～ 清 水 奈 美 飯田市立病院

159 認知症治療病棟における固定チームナーシング再導入

　　　～多職種連携で取り組む小集団活動～ 遠藤香菜子 IMS　鶴川サナトリウム病院

160 認知症ケアの充実をめざして

　　　～ユマニチュードを取り入れた看護実践～ 長谷川玲子 市立伊勢総合病院

161 認知症患者が安心できる個別ケアの実践を目指して

　　　～チームカンファレンスの活用～ 橋田真梨子 聖フランシスコ病院

162 物忘れ外来における認知症サポートチームメンバーの患者・家族への関わり

　　　～円滑な外来診療と患者・家族が物忘れと自分らしく付き合える日常生活の支援を目指して～ 黒柳佐都子 蒲郡市民病院


